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〈調査概要〉 
 
Ⅰ．調査テーマ 

［２０２４年版ローラー系部品マーケット総覧］ 
『市場成熟に向き合う部品業界の最新動向』 

＝ローラー、ベルト、ブレードなど機能性部品の生産・出荷動向を詳細調査＝ 
 
Ⅱ．調査主旨 

2023 年の複合機・プリンタ業界は主要メーカー各社が過剰在庫の解消に動いたこと

で本体出荷が大きく落ち込むことになったが、2024 年は多少の盛り返しが期待されて

いる。ただし、オフィスにおけるプリントボリューム（PV）は 2019 年比 80～ 90％の

状態が続いており、当面は現状並み（もしくはさらなる減少傾向）で推移していく可

能性が高い。  

事務機用ローラー／ベルトメーカーにとっては厳しい状況が続く。複合機やプリン

タ本体の販売不振と PV 低迷により、ローラーやベルトの需要量はコロナ前を大きく

下回ったままとなっている。電気代の高止まりや原材料高による生産コストの上昇も

サプライヤーの疲弊を招く大きな要因となっている。  

部品業界全体が疲弊するなかで、ローラー／ベルトメーカーも事業の集中と選択を

迫られている。ここ数年で、カネカ（ 2021 年）、ブリヂストン（2022 年）、日立金属

（ 2022 年）などが市場から離脱した。また、ローラー事業を継続しつつも、採算性の

悪化した一部部材の開発・生産を終了させるなどの部分撤退の例も数多い。そして、

マシンメーカー同士（リコーと東芝テック）が開発・生産の統合を決断するなど業界

再編の動きが加速するなか、部品メーカーにおいてもさらなる再編を決断する企業が

出てくる可能性が十分にあり得る状況である。  

電子写真プロセスが複数の機能性部品をキーパーツとして成立している技術である

以上、これを担ってきた部品メーカーの事業再編は業界の根幹を揺るがしかねない状

況といえるが、マシンメーカー側としてはこれまでの行き過ぎた価格圧力を見直す一

方で、この難局を乗り越え、品質とコストを両立する底力を持つ部品メーカーがどこ

になるのかを見極めようとしている。  

本レポートでは、帯電、現像、転写、定着、クリーニング、給紙・搬送といったプロ

セス部材別に国内外の専業メーカー、及び内製メーカーの現状と今後の戦略を調査・

分析するものである。今回はローラー系部品マーケット総覧の 19 回目の刊行にあたり

ます。これまで同様、一般的な見方にとらわれることなく、専門的・客観的見地から業

界の将来動向を調査・分析してまいります。このレポートが業界関係者にとって今後

の戦略立案の一助となることを願います。  
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Ⅲ．調査対象品目と調査対象先 

 １．調査対象品目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象品目…… グリッド板

ワイヤー
コロナ

針電極

非接触方式 ローラー 帯電ローラー

その他
帯電

ローラー 帯電ローラー

ブレード 導電性弾性ブレード
接触方式

ブラシ 導電性ブラシ

磁気ブラシ マグネットローラー

ドクターブレード

2成分
マグネットローラー

現像 磁性1成分

非磁性1成分 非磁性現像ローラー

トナー供給ローラー

ローラー転写 転写ローラー

最終転写 ベルト転写 転写ベルト
(ﾍﾞﾙﾄ+ﾛｰﾗｰ/ﾍﾞﾙﾄ+ｺﾛﾅ)

コロナ転写 ワイヤー／針電極
転写

中間転写ベルト
ベルト転写

転写ローラー
中間転写

中間転写ドラム

ドラム転写 転写ローラー

ワイヤー(コロナ転写)

ブレード クリーニングブレード

クリーニング ブラシ クリーニングブラシ

ローラー クリーニングローラー

クリーナーレス 滑剤供給ローラー
ハロゲンヒーター

ヒートローラー
IH

定着ローラー セラミックヒーター

定着（上） ハロゲンヒーター

定着ベルト/フィルム セラミックヒーター
定着

IH

加圧ローラー ハロゲンヒーター
定着（下）

加圧ベルト その他

フラッシュ

熱板
その他

オーブン

赤外線ランプ

給紙 給紙ローラー

搬送 搬送ローラー
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 ２．調査対象先 

 ２－１．ローラー専業メーカー 

  日本メーカー(32 社)／韓国メーカー(9 社)／中国メーカー(48 社)／香港メーカー(1 社)／ 

台湾メーカー(2 社)／その他（6 社）／内製メーカー(5 社) (合計 103 社) 

２－２．ハードメーカー(主要 15 社) 

 MFP メーカー／プリンタメーカー 

 

Ⅳ．調査範囲及び調査方法 

 １．調査範囲 

    調査対象範囲は２０２１年～２０２７年とする。 

 ２．調査方法 

  １）調査対象先メーカーへの直接訪問面接調査（WEB 調査含む） 

  ２）公開されている文献、資料、統計などの分析及び調査 

  ３）弊社に蓄積されているデータの活用 

 

Ⅴ．調査形態、調査期間、他 

 １．調査形態 

   本調査はマルチクライアント方式による調査である。 

 ２．調査期間 

   ２０２４年３月～４月 

 ３．調査報告書刊行日 

   ２０２４年４月２５日 

   ＜英語版は２０２４年６月７日発刊予定＞ 

 ４．提出報告書 

   ＰＤＦ 

 ５．価格 

   ４００,０００円（消費税別途） 

   英語版：＄５，０００ 

   日本語版＋英語版（セット価格）：７００，０００円（消費税別途） 

 ６．調査担当 

   山本 幸男／吉田 晃介／針生 正史 

  （TEL：03-3831-9201、FAX：03-3831-9204、 

 E-mail：yamamoto@datasupply.jp、yoshida@datasupply.jp、hariu@datasupply.jp） 

   ホームページ：http://www.datasupply.jp/ 

 ７．申込方法 

 

 

 

 

 

 

担当者まで、メール、ＦＡＸ、電話など連絡下さい。 

刊行前の申し込みは１０％オフの３６０,０００円で申し受けます。 

申し込みと同時に、半金の請求を行ない、残金の請求は完成後レポートと同時に発送させてい

ただきます。英語版は別途注文下さい。 
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Ⅵ．調査項目 
 Ⅵ－１．分析編 

   １．部品別市場動向 

    １－１．メーカー（専業、内製）別出荷本数／出荷金額（２０２１年～２０２７年） 

１－２．用途別（モノクロ PPC・プリンタ／カラーPPC・プリンタ）市場動向／ 

サイズ別（A3、A4）市場動向（２０２３年／２０２７年） 

１－３．材料別市場動向 

    出荷本数／出荷金額 

１－４．部品別技術・材料動向 

１－５．プロダクションプリンタと大判プリンタ用部材出荷メーカー 

１－６．価格動向／寿命 

１－７．供給先一覧 

１－８．部品別メーカー別生産拠点 

    １－９．電子写真向けとその他のローラー（インクジェット／ＡＴＭなど）の売上区分 

   ２．ローラー系部品の参入メーカー一覧 

   ３．システム別使用部品点数 

   ４．プロセス別メーカーの最新採用動向（モノクロ機／カラー機） 

     帯電／露光／現像／転写／定着／クリーニング 

５．メーカー別ハードウェアの出荷台数（２０２３年） 

    １）複写機（モノクロ／カラー） 

     （１）２成分現像のハードウェア  

     （２）磁性１成分現像のハードウェア 

    ２）レーザー／LED プリンタ（モノクロ／カラー） 

     （１）２成分現像のハードウェア （２）非磁性１成分現像のハードウェア 

     （３）磁性１成分現像のハードウェア 

    ３）プロダクションプリンタ（モノクロ／カラー） 

     （１）２成分現像のハードウェア （２）磁性１成分現像のハードウェア 

    ４）ＦＡＸ 

     （１）２成分現像のハードウェア （２）非磁性１成分現像のハードウェア 

     （３）磁性１成分現像のハードウェア 

   ６．中国及び東南アジアにおけるシステムメーカー/部品メーカーの生産拠点(一覧表) 
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 Ⅵ－２．部品別市場 

     [１]帯電ローラー市場（専業メーカー7 社、内製メーカー2 社、その他十数社） 
 

 
 
 
 
 

１．部品構造図／２．製造工程図／３．メーカー別出荷本数及び出荷金額の推移（２０２

１年～２０２７年） １）純正部品市場 ２）サードパーティ部品市場／４．用途別サイ

ズ別（モノクロ／カラー、Ａ４／Ａ３）出荷本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０

２７年）／５．プロダクションプリンタ向けの出荷動向（本数・金額）／６．材料別出荷

本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０２７年） １）ＥＰＤＭ ２）エピクロルヒ

ドリンゴムベース ３）ウレタンゴム ４）ＮＢＲベース ／７．帯電ローラーの技術及

び材料の動向 １）層構造 ２）電気抵抗の制御方法 ３）材料の今後の見通し／８．帯

電ローラーの価格動向・寿命・製造方法／９．帯電ローラーの国内外への供給先／１０．

帯電ローラーの生産拠点（国内、海外）動向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

帯電ローラーの製造工程フロー図

① ゴム材料受入れ ①’ シャフト受け入れ

② ゴム配合、練り ②’ シャフト洗浄

③ ゴムリボン出し ③’ 接着剤塗布

④ 成形 ・押出成形（クロスヘッド、チューブ）、射出成形

⑤ 加硫

⑥ サイドカット

⑦ 二次焼成

⑧ 荒引研磨

⑨ 仕上げ研磨

⑩ センターレス研磨 ・湿式方法。水をかけながら研磨する。

　ローラーのゴミを除く洗浄目的も含む。

⑪ コーティング

⑫ 焼成

⑬ 検査・梱包

⑭ 出荷

・市場性：2022 年の出荷本数は対前年比 9％減 
・材料：ｴﾋﾟｸﾛﾙﾋﾄﾞﾘﾝｺﾞﾑ、EPDM、ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑなど 
・開発ﾃｰﾏ：帯電性の維持、ﾄﾅｰの離型性の向上等とｺｽﾄ低減 
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[２]マグネットローラー市場（専業メーカー5 社、内製メーカー3 社、その他十数社） 

 
 
 
 
 

 
１．部品構造図／２．製造工程図／３．メーカー別出荷本数及び出荷金額の推移（２０
２１年～２０２７年） １）純正部品市場 ２）サードパーティ部品市場／４．用途別
サイズ別（モノクロ／カラー、Ａ４／Ａ３）出荷本数及び出荷金額の推移（２０２１年
～２０２７年）／５．プロダクションプリンタ向けの出荷動向（本数・金額）／６．材
料別出荷本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０２７年） １）プラマグ ２）ラ
バマグ ３）焼結フェライト ４）複合型／７．マグネットローラーの技術及び材料の
動向 １）磁性材料 ２）バインダー ３）スリーブ ４）材料の今後の見通し／８．
マグネットローラーの価格動向・製造方法／９．マグネットローラーの国内外への供給
先／１０．マグネットローラーの生産拠点（国内、海外）動向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

マグネットローラー（張り合わせタイプ）の製造工程フロー図

① 樹脂とフェライト粉末を混練 ⑦ 着磁

② ペレット成形 ⑧ 着磁検査

③ 射出成形 ⑨ 組み立て アルミスリーブ
購入

④ ピース成形 ⑩ 振れ・外観検査

⑤ 切断・洗浄・乾燥 ⑪ 梱包

⑥ シャフトに張り合わせ ⑫ 出荷

・市場性：2022 年の出荷本数は対前年比 4.9％減 
・材料：ﾌﾟﾗﾏｸﾞが中心。ただし、ﾌﾟﾗﾏｸﾞとﾗﾊﾞﾏｸﾞの各種材料が混合されている 



 - 7 - 

[３]非磁性現像ローラー市場（専業メーカー11 社、内製メーカー2 社、その他数社） 
 
 
 
 

 
    １．部品構造図／２．製造工程図／３．メーカー別出荷本数及び出荷金額の推移（２０２

１年～２０２７年） １）純正部品市場 ２）サードパーティ部品市場／４．用途別サイ
ズ別（モノクロ／カラー、Ａ４／Ａ３）出荷本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０
２７年）／５．プロダクションプリンタ向けの出荷動向（本数・金額）／６．材料別出荷
本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０２７年） １）シリコンゴム ２）ウレタン
ゴム ３）ＮＢＲベース／７．非磁性現像ローラーの技術及び材料の動向 １）高速化対
応 ２）材料の今後の見通し／８．非磁性現像ローラーの価格動向・寿命・製造方法／９．
非磁性現像ローラーの国内外への供給先／１０．非磁性現像ローラーの生産拠点（国内、
海外）動向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

非磁性現像ローラーの製造工程フロー図

① ゴム材料受入れ ①’ シャフト受け入れ

② ゴム配合、練り ②’ シャフト洗浄

③ ゴムリボン出し ③’ 接着剤塗布

④ 成形 ・押出成形（クロスヘッド、チューブ）、射出成形、プレス成形

⑤ ゴム両端テープ巻き

⑥ 加硫

⑦ サイドカット

⑧ 荒引研磨

⑨ ボス部ミガキ

⑩ 二次焼成

⑪ 中引き研磨

⑫ 仕上げ研磨

⑬ 表面処理 ・UV照射で表面処理し、酸化膜をつくる方法と、コーティング
　する方法がある。

⑭ 検査・梱包

⑮ 出荷

・市場性：2022 年の出荷本数は対前年比 4.4％減 
・材料：ｼﾘｺｰﾝｺﾞﾑ、ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ、NBR など 
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 [４]トナー供給ローラー市場（専業メーカー8 社、内製メーカー1 社、その他 10 社以上） 
 
 
 
 
 
 

１．部品構造図／２．製造工程図／３．メーカー別出荷本数及び出荷金額の推移（２０２
１年～２０２７年） １）純正部品市場 ２）サードパーティ部品市場／４．用途別サイ
ズ別（モノクロ／カラー、Ａ４／Ａ３）出荷本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０
２７年）／５．プロダクションプリンタ向けの出荷動向（本数・金額）／６．材料別出荷
本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０２７年） １）ウレタンフォーム ２）シリ
コンフォーム／７．トナー供給ローラーの技術及び材料の動向 １）高速化対応 ２）材料
の今後の見通し／８．トナー供給ローラーの価格動向・寿命／９．トナー供給ローラーの国
内外への供給先／１０．トナー供給ローラーの生産拠点（国内、海外）動向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

  

トナー供給ローラー（ウレタンフォーム）の製造工程フロー図

（1液） （2液）

ポリオール イソシアネート

①’ シャフト受け入れ

① ウレタン ②’ シャフト洗浄

② 発泡 ③’ 接着剤塗布

③ ウレタン発泡材

④ 板状

⑤ 丸型

⑥ チューブ圧入

⑦ 二次焼成

⑧ サイドカット

⑨ 研磨

⑩ データ測定

⑪ 検査・梱包

⑫ 出荷

・市場性：2022 年の出荷本数は対前年比 2.9％減 
・材料：ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ 
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[５]転写ローラー市場（専業メーカー10 社、内製メーカー0 社、その他十数社） 
     （１次転写、２次転写含む） 
    
 
 
 

 
１．部品構造図／２．製造工程図／３．メーカー別出荷本数及び出荷金額の推移（２０２
１年～２０２７年） １）純正部品市場 ２）サードパーティ部品市場／４．用途別サイ
ズ別（モノクロ／カラー、Ａ４／Ａ３）出荷本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０
２７年）／５．プロダクションプリンタ向けの出荷動向（本数・金額）／６．材料別出荷
本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０２７年） １）ＮＢＲベース ２）エピクロ
ルヒドリンゴムベース ３）ウレタンゴム ４）ＥＰＤＭ／７．転写ローラーの技術及び材
料の動向／８．転写ローラー（１次転写／２次転写）の価格動向・寿命・製造方法／９．転
写ローラーの国内外への供給先／１０．転写ローラーの生産拠点（国内、海外）動向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

 ≪形状と材料≫ 
  （モノクロ） 
 
 
 
 
 
 
  （事例）一般的に使用。発泡材を使用。 
 
  （カラー直接転写） 
 
 
 
 
 
 

感光体 

転写ローラー 
(紙搬送の役割も) 

紙 

転写ベルト 

転写ローラー（４つ）（発泡材の他、 

金属ローラーを使用する場合も多い） 

紙 

感光体（４つ） 

（材料） 

EPDM 

NBR ベース 

エピクロルヒドリンゴムベース 

ウレタンゴム 

転写ローラーの製造工程フロー図

① ゴム材料受入れ ①’ シャフト受け入れ

② ゴム配合、練り ②’ シャフト洗浄

③ ゴムリボン出し ③’ 接着剤塗布

④ 成形 ・押出成形（チューブ）
　仮シャフトを入れる場合もある。

⑤ 蒸気加硫

⑥ チューブ圧入

⑦ 二次焼成 ⑩ データ測定

⑧ サイドカット ⑪ 検査・梱包

⑨ 研磨 ⑫ 出荷

・市場性：2022 年の出荷本数は対前年比 0.2％増 
・材料：NBR、ｴﾋﾟｸﾛﾙﾋﾄﾞﾘﾝｺﾞﾑ、ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ、EPDM 
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[６]中間転写ベルト市場（専業メーカー7 社、内製メーカー4 社） 
 
 
 
 
   

１．部品構造図／２．製造工程図／３．メーカー別出荷本数及び出荷金額の推移（２０２
１年～２０２７年） １）純正部品市場 ２）サードパーティ部品市場／４．用途別サイ
ズ別（モノクロ／カラー、Ａ４／Ａ３）出荷本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０
２７年）／５．プロダクションプリンタ向けの出荷動向（本数・金額）／６．材料別出荷
本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０２７年） １）ポリイミド ２）ポリアミド
イミド ３）ポリカーボネート ４）ＥＴＦＥ ５）ＰＰＳ ６）ＰＶＤＦ ７）ＰＥＥ
Ｋ ８）ポリエステル ９）他／７．中間転写ベルトの技術及び材料の動向 １）基材 ２）
表面材料 ３）材料の今後の見通し／８．中間転写ベルトの価格動向・寿命・製造方法／
９．中間転写ベルトの国内外への供給先／１０．中間転写ベルトの生産拠点（国内、海外）
動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

中間転写ベルトの製造工程フロー図

① ゴム材料受入れ

② コンパウンド ・ゴム材料と導電材料、プラスチック材料などを混ぜ合わせ

③ 成形 ・押出成形、遠心成形、型成形、インフレーション成形

④ 焼成 ・以前はバッチ式だったが、最近は自動化が進んでいる

⑤ 乾燥

⑥ カット ・製品サイズより長めにカット

⑦ 加工 ・納品サイズにカット

・テープ補強、目盛り付けなどの端部仕上げ

⑧ 検査・梱包

⑨ 出荷

・市場性：2022 年の出荷本数は対前年比 3.9％増 
・材料：PI、PAI、PEN、PET など。 
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 [７]ヒートローラー市場（専業メーカー7社、内製メーカー1社、その他20数社） 
  

 
 
 

   
１．部品構造図／２．製造工程図／３．メーカー別出荷本数及び出荷金額の推移（２０２
１年～２０２７年） １）純正部品市場 ２）サードパーティ部品市場／４．用途別サイ
ズ別（モノクロ／カラー、Ａ４／Ａ３）出荷本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０
２７年）／５．プロダクションプリンタ向けの出荷動向（本数・金額）／６．材料別出荷
本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０２７年） １）ハードローラー（ＰＦＡ/ＰＴ
ＦＥ） ２）ソフトローラー（シリコンゴム+ＰＦＡ）／７．ヒートローラーの技術及び材
料の動向 １）スリーブ ２）表面材料 ３）カラー用ソフトローラーへの対応 ４）ベ
ルト定着への対応 ５）材料の今後の見通し／８．ヒートローラーの価格動向・寿命／９．
ヒートローラーの国内外への供給先／１０．ヒートローラーの生産拠点（国内、海外）動
向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
  

 
 ＜形状と材料＞ 
 １．ヒートローラー+加圧ローラー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PFA

ゴム材料（シリコーンゴム）

芯金（アルミニウム）

ヒーター

ゴム材料（シリコーンゴム）
（表面： PFA） 
芯金（鉄／ステンレス） 

ハロゲンランプ（補助ヒーター）
（使う場合もある） 

（上） 

（下） 

（事例） 
・ブラザー工業「MFC-L3780CDW」 
・HP「Laser 1003a」 
・京セラ DS「ECOSYS PA2000」 

＜使用本数＞ 
上下 各 1 本（個）／台 
 

ヒートローラーの製造工程フロー図

① アルミスリーブをセット
アルミ芯金

購入

②
シリコーンゴムを塗布

（弾性層形成）

③ 表面層をフッ素加工

④
ヒーター、

サーミスタなど装着
ヒーター、

サーミスタ

購入

⑤ ヒートローラー（完成）

（ハードメーカー側）

・市場性：2022年の出荷本数は対前年比7％増 
・材料：芯金にﾌｯ素加工を施すﾊｰﾄﾞﾛｰﾗｰと、芯金にｼﾘｺｰﾝｺﾞﾑ＋ﾌｯ素加工を施すｿﾌﾄﾛｰﾗｰ 
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 [８]定着ベルト（フィルム）市場（専業メーカー8 社、内製メーカー3 社、その他 10 数社） 
 
 
 
 
 

１．部品構造図／２．製造工程図／３．メーカー別出荷本数及び出荷金額の推移（２０２
１年～２０２７年） １）純正部品市場 ２）サードパーティ部品市場／４．用途別サイ
ズ別（モノクロ／カラー、Ａ４／Ａ３）出荷本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０
２７年）／５．プロダクションプリンタ向けの出荷動向（本数・金額）／６．材料別出荷
本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０２７年） １）ポリイミド ２）ニッケル ３）
ＳＵＳ ４）その他／７．技術及び材料の動向 １）基材 ２）表面加工 ３）カラー対
応 ４）材料の今後の見通し／８．定着ベルトの価格動向・寿命／９．定着ベルトの国内
外への供給先／１０．定着ベルトの生産拠点（国内、海外）動向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・市場性：2022 年の出荷本数は対前年比 2.5％減 
・材料：ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ、ﾆｯｹﾙ、SUS 
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    [９]加圧ローラー／ベルト市場 （専業メーカー12 社、内製メーカー0 社、その他十数社） 
      
 
 
 
 
 
 

１．部品構造図／２．製造工程図／３．メーカー別出荷本数及び出荷金額の推移（２０２
１年～２０２７年） １）純正部品市場 ２）サードパーティ部品市場／４．用途別サイ
ズ別（モノクロ／カラー、Ａ４／Ａ３）出荷本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０
２７年）／５．プロダクションプリンタ向けの出荷動向（本数・金額）／６．材料別出荷
本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０２７年） １）シリコンゴム+ＰＦＡ／その他
（加圧ローラー） ２）ポリイミド（加圧ベルト）／７．加圧ローラーの技術及び材料の
動向 １）層構造 ２）ヒーター搭載タイプへの対応 ３）材料の今後の見通し／８．加
圧ベルトの技術及び材料の動向 １）基材 ２）表面材料 ３）材料の今後の見通し／９．
加圧ローラー／ベルトの価格動向・寿命・製造方法／１０．加圧ローラー／ベルトの国内
外への供給先／１１．加圧ローラー／ベルトの生産拠点（国内、海外）動向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・加圧ﾛｰﾗｰ市場性：2022 年の出荷本数は対前年比 1％減 
・材料：ｼﾘｺｰﾝｺﾞﾑ。表層はﾌｯ素加工 
・加圧ﾍﾞﾙﾄ市場性：2022 年の出荷本数は対前年比 5.9％増 
・材料：ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ、PEEK。表層はﾌｯ素加工 
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    [１０]クリーニングブレード市場（専業メーカー7 社、内製メーカー1 社、その他十数社） 
      
      
 

 
                

１．部品構造図／２．製造工程図／３．メーカー別出荷本数及び出荷金額の推移（２０２
１年～２０２７年） １）純正部品市場 ２）サードパーティ部品市場／４．用途別サイ
ズ別（モノクロ／カラー、Ａ４／Ａ３）出荷本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０
２７年）／５．プロダクションプリンタ向けの出荷動向（本数・金額）／６．材料別出荷
本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０２７年） １）ポリウレタンゴム／７．クリ
ーニングブレードの技術及び材料の動向 １）支持体 ２）接面材料 ３）ケミカルトナ
ーへの対応 ４）材料の今後の見通し／８．クリーニングブレードの価格動向・寿命・製
造方法／９．クリーニングブレードの国内外への供給先／１０．クリーニングブレードの
生産拠点（国内、海外）動向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

① 鉄材料購入

② 板材 余分 〔処理業者〕

（スクラップ）

③ プレス加工 余分

（スクラップ）

④ 油分付着

⑤ 洗浄

⑥ 完成

⑦ 検査・出荷

⑧

⑨ 完成品　検査・出荷

メーカー側で支持体にゴムまたは金属を取り付け

支
持
体
の
製
造
工
程

・市場性：2022 年の出荷本数は対前年比 5％減 
・材料：ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ 
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[１１]給紙ローラー市場（専業メーカー7 社、その他 5 社） 
 
 
 
 
 
１．部品構造図／２．製造工程図／３．メーカー別出荷本数及び出荷金額の推移（２０２
１年～２０２７年） １）純正部品市場 ２）サードパーティ部品市場／４．用途別サイ
ズ別（モノクロ／カラー、Ａ４／Ａ３）出荷本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０
２７年）／５．プロダクションプリンタ向けの出荷動向（本数・金額）／６．材料別出荷
本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０２７年） １）ＥＰＤＭ  ２）ウレタンゴ
ム／７．給紙ローラーの技術及び材料の動向／８．給紙ローラーの価格動向・寿命・製造
方法／９．給紙ローラーの国内外への供給先／１０．給紙ローラーの生産拠点（国内、海
外）動向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

・押出成形、射出成形 

④、⑤を 1 つにする 

方法もある。 

⑥ サイドカット

⑦ 荒引研磨

⑧ 仕上げ研磨

⑨ センターレス研磨

⑩ 検査・梱包

⑪ 出荷

注）研磨後にサイドカ

ットを行う場合もある。 

・湿式方法。水をかけな

がら研磨する。ローラ

ーのゴミを除く洗浄目

的も含む。 

給紙ローラーの製造工程フロー図 

① ゴム材料受入れ

② ゴム配合、練り

③ ゴムリボン出し

④ 成形

⑤ 加硫

・市場性：2022 年の出荷本数は対前年比 5.1％増 
・材料：EPDM、ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ 
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[１２]搬送ローラー市場（専業メーカー10 社、その他数社） 
 
 
 
 
 
１．部品構造図／２．製造工程図／３．メーカー別出荷本数及び出荷金額の推移（２０２
１年～２０２７年） １）純正部品市場 ２）サードパーティ部品市場／４．用途別サイ
ズ別（モノクロ／カラー、Ａ４／Ａ３）出荷本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０
２７年）／５．プロダクションプリンタ向けの出荷動向（本数・金額）／６．材料別出荷
本数及び出荷金額の推移（２０２１年～２０２７年） １）ＥＰＤＭ ２）シリコンゴム 
３）ポリウレタンゴム／７．搬送ローラーの技術及び材料の動向 １）高速化対応 ２）
材料の今後の見通し／８．搬送ローラーの価格動向・寿命・製造方法／９．搬送ローラー
の国内外への供給先／１０．搬送ローラーの生産拠点（国内、海外）動向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・市場性：2022 年の出荷本数は対前年比 3.8％減 
・材料：EPDM 
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Ⅵ－３．個別メーカー編（専業メーカー／内製メーカー） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   １．部品別市場動向（２０２１年～２０２７年） 
    （１）出荷本数（純正品とサードパーティ品）（２）出荷金額 
     ①帯電ローラー ②マグネットローラー ③非磁性現像ローラー④トナー供給ローラー

⑤転写ローラー ⑥中間転写ベルト ⑦定着部(ヒートローラー/定着ベルト) ⑧加圧部
(加圧ローラー／加圧ベルト) ⑨クリーニングブレード ⑩給紙ローラー ⑪搬送ロー
ラー ⑫ドクターブレード ⑬その他（PFA チューブ、クリーニングウェブ、定着ローラ
ーなど） 

   ２．用途別市場動向（２０２３年／２０２７年） 
    （１）モノクロＰＰＣ（ＭＦＰ）（２）カラーＰＰＣ（ＭＦＰ） 

（３）モノクロプリンタ（ＭＦＰ）（４）カラープリンタ（ＭＦＰ）（５）ＦＡＸ 
   ３．サイズ別市場動向（２０２３年／２０２７年） 
    （１）Ａ４（２）Ａ３（３）その他 
     ①帯電ローラー ②マグネットローラー ③非磁性現像ローラー④トナー供給ローラー

⑤転写ローラー ⑥中間転写ベルト ⑦定着部(ヒートローラー/定着ベルト) ⑧加圧部
(加圧ローラー／加圧ベルト) ⑨クリーニングブレード ⑩給紙ローラー ⑪搬送ロー
ラー ⑫ドクターブレード  

   ４．材料別市場動向（２０２３年／２０２７年） 
     ①帯電ローラー ②マグネットローラー ③非磁性現像ローラー④トナー供給ローラー

⑤転写ローラー ⑥中間転写ベルト ⑦定着部(ヒートローラー/定着ベルト) ⑧加圧部
(加圧ローラー／加圧ベルト) ⑨クリーニングブレード ⑩給紙ローラー ⑪搬送ロー
ラー ⑫ドクターブレード 

   ５．プロダクションプリンタ向けの出荷動向（本数・金額）／材料動向 
   ６．部品別技術／材料動向 
   ７．価格動向／寿命／製造方法 
   ８．部品別生産拠点 
     日本／中国／韓国／マレーシア／ベトナム／タイ／フィリピン 
   ９．主要供給先 
     キヤノン／リコー／富士フイルムビジネスイノベーション／コニカミノルタ／ 

シャープ／京セラドキュメントソリューションズ／東芝テック／ 
HP(HP Printing Korea)／ブラザー工業／OKI／村田機械／レックスマーク／その他 

１０．電子写真向けとその他のローラー（インクジェット／ＡＴＭなど）の売上区分

（国内専業メーカー） 
  アーケム（旧ブリヂストン）／Ｉ.Ｓ.Ｔ／荒井製作所／イノアックコーポレーション／ 

ＮＯＫ/シンジーテック／錦城護謨／金陽社／グンゼ／昭和電線ケーブルシステム／ 
信越ポリマー／住友ゴム工業／住友電気工業／住友理工／ＴＤＫ／東邦ゴム工業／ 
日星電気／ニッタ化工品／ＮＥＯＭＡＸエンジニアリング／バンドー化学／フコク／ 
プロテリアル（旧日立金属）／明治ゴム化成／ヤマウチ／他 

（内製メーカー） 
キヤノン／リコー／富士フイルムビジネスイノベーション／コニカミノルタ／東芝テック／ 
京セラドキュメントソリューションズ  

（海外専業メーカー） 
Ah-Sung Chemical（韓国）／Foshan Ascend Precision Accessories（中国）／ 
Galaxia Device（韓国）／Jahwa Electronics（韓国）／Sang-A Frontec（韓国）／ 
Shenzhen Fancy Creation Industrial（中国）／Shenzhen LEPUTAI Technology（中国）／ 
Taejin Precision（韓国） 

主要調査対象先 
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　１．全体状況

　　１）出荷本数／出荷金額の推移（2020年～2026年）

2020年 2021年 2022年
2023年
（見込）

2024年
（予測）

2025年
（予測）

2026年
（予測）

帯電ﾛｰﾗｰ 27,300 31,750 31,790 31,590 31,200 30,350 29,800

非磁性現像ﾛｰﾗｰ 11,220 12,660 13,040 12,040 13,000 13,500 14,000

ﾄﾅｰ供給ﾛｰﾗｰ 13,200 14,850 7,860 6,400 5,760 5,300 5,000

中間転写ﾍﾞﾙﾄ 568 644 480 520 600 650 650

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾞﾚｰﾄﾞ 18,650 21,820 20,550 19,910 18,900 18,160 17,430

給紙ﾛｰﾗｰ 20,200 23,600 13,710 12,000 13,000 13,000 13,000

搬送ﾛｰﾗｰ 640 730 260 260 250 230 220

91,778 106,054 87,690 82,720 82,710 81,190 80,100

対前年比 － 115.6 82.7 94.3 100.0 98.2 98.7

帯電ﾛｰﾗｰ 6,476 6,830 6,830 6,820 6,740 6,550 6,430

非磁性現像ﾛｰﾗｰ 3,286 3,387 2,860 2,850 3,070 3,180 3,300

ﾄﾅｰ供給ﾛｰﾗｰ 1,510 1,557 800 800 720 660 620

中間転写ﾍﾞﾙﾄ 1,010 1,050 1,050 1,050 1,210 1,310 1,310

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾞﾚｰﾄﾞ 1,418 1,520 2,440 2,430 2,300 2,210 2,120

給紙ﾛｰﾗｰ 1,459 1,610 940 940 1,020 1,020 1,020

搬送ﾛｰﾗｰ 82 86 190 190 180 170 160

15,241 16,040 15,110 15,080 15,240 15,100 14,960

対前年比 － 105.2 94.2 99.8 101.1 99.1 99.1

　住友理工（旧東海ゴム工業）は感光体周りを中心に各種ローラー、ブレードを開発・生産する専業トップメーカーの1社。

　2022年の総出荷本数は対前年比82.7％の8,769万本、総出荷金額は同94.2％の151億1千万円。同年はトナー供給ローラーや給紙

ローラーなど一部製品が大幅に減少したことで全体を押し下げた。2023年も年前半から多くの製品で需要が低迷しており、年トータル

の出荷本数は減少の見通し。ただし、出荷金額については材料費用や生産費用高騰の価格転嫁が進むことでほぼ前年並みを見込

む。2024年以降も既存顧客向けは減少していく可能性が高いため、新規顧客の開拓により出荷本数・出荷金額を維持していく。

［ローラー系部品の売上高］ 2022年（億円）

151

0

0インクジェットプリンタ向け

　　　　　　　　　　　年

出荷本数
（千本）

出荷金額
（百万円）

複写機・LBP向け

ATM向け
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2020年 2021年 2022年 2023年

（見込）

2024年

（予測）

2025年

（予測）

2026年

（予測）

単
位
：
百
万
円

単
位
：
千
本

帯電ﾛｰﾗｰ 非磁性現像ﾛｰﾗｰ ﾄﾅｰ供給ﾛｰﾗｰ 中間転写ﾍﾞﾙﾄ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾞﾚｰﾄﾞ 給紙ﾛｰﾗｰ

搬送ﾛｰﾗｰ その他 帯電ﾛｰﾗｰ 非磁性現像ﾛｰﾗｰ ﾄﾅｰ供給ﾛｰﾗｰ 中間転写ﾍﾞﾙﾄ

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾞﾚｰﾄﾞ 給紙ﾛｰﾗｰ 搬送ﾛｰﾗｰ その他

出荷本数(千本)

出荷⾦額(百万円)

１．出荷本数（2020年～2026年）

単位：千本

2020年 2021年 2022年 2023年（見込） 2024年（予測） 2025年（予測） 2026年（予測）

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

対前年比

対前年比

対前年比

＊･･･用途別・材料別出荷本数／出荷金額の対象外

※ 　転写ローラーは、モノクロでは1本/台、カラーでは1次転写で4本、2次転写で1個の合計5本/台が使用される。ただし、カラー

の1次転写にはゴムローラーではなく、金属シャフトを使う場合が主流となっている。

① 　2022年の出荷本数は対前年比100.2％の5,019万本。同年はローエンドプリンタ向けで大幅な増加も期待されていたが、想定

よりも需要は伸びず結果的にはほぼ前年並みの出荷本数にとどまった。2023年は年前半より調整局面に突入しており、年トー

タルでも大幅な減少が予測されている。中長期でもじわじわと減少していくとみられる。

② 　日本の専業メーカーでは、住友ゴム工業、イノアック、ヤマウチの3社がトップ3。3社で全需要の70％以上を生産している。

今後もこの構図は変わらず。

③ 　唯一の内製メーカーであったキヤノンは2020年をもって生産を終了。

④ 　韓国の3社は全てHPPK向け。3社とも2022年は減少。2023年以降も減少していく可能性が高い。

⑤ 　中国LEPUTAIは日本メーカーのプリンタ用純正部品としての採用実績もあるが、近年は日本メーカー向けでの存在感は薄れ

てきた感もある。

⑥ 　その他の中では、Ninestar傘下の淮安欣展高分子科技有限公司（中国：江蘇省淮安市）がサードパーティ市場向け及び

Pantum純正品向けに相当量を生産しており、事業を拡大しているとみられる。

⑦ 　その他のアフターメーカーとしては、Anhui Zhongding Rubber-Plastic Products（中国：安徽省寧国市）、CET Group（中国：

北京市）、Hebei Chunfeng Yinxing Rubber Roller (中国：河北省冀州市)、Lanjie Parts (中国：北京市)、Shenzhen Dalong 

Technology (中国：広東省深圳市)、Zhuhai Hongtu Electronic Technology (中国：広東省珠海市)、Zhuhai Teamsung 

Technology (中国：広東省珠海市)、Zhuhai Tercel Printer Consumables (中国：広東省珠海市)、Silver Tex Industries (イン

ド)など。

合　計

＊Jahwa
   Electronics（韓国）

＊Shenzhen
   LEPUTAI（中国）

＊Taejin Precision
   （韓国）

＊その他

個票外小計

プロテリアル
（旧日立金属）

明治ゴム化成

ヤマウチ

個票分小計

＊キヤノン

＊Ah-Sung
   Chemical（韓国）

　　　　　　　　　年

メーカー

アーケム
（旧ブリヂストン）

イノアック

ＮＯＫ／シンジーテック

金陽社

住友ゴム工業

※実際のレポートには数字やコメントが記載されています。 

４．部品別OEM/サードパーティ比率（2022年）

OEM サードパーティ 合計 OEM サードパーティ 合計

105,400 66,500 171,900 24,946 5,700 30,646

61.3% 38.7% 100.0% 81.4% 18.6% 100.0%

60,250 60,000 120,250 18,200 4,510 22,710

50.1% 49.9% 100.0% 80.1% 19.9% 100.0%

76,550 12,400 88,950 19,460 2,380 21,840

86.1% 13.9% 100.0% 89.1% 10.9% 100.0%

80,930 15,300 96,230 7,220 950 8,170

84.1% 15.9% 100.0% 88.4% 11.6% 100.0%

48,190 2,000 50,190 5,620 200 5,820

96.0% 4.0% 100.0% 96.6% 3.4% 100.0%

9,690 100 9,790 11,800 150 11,950

99.0% 1.0% 100.0% 98.7% 1.3% 100.0%

16,770 910 17,680 6,390 300 6,690

94.9% 5.1% 100.0% 95.5% 4.5% 100.0%

18,425 3,315 21,740 14,685 1,000 15,685

84.8% 15.2% 100.0% 93.6% 6.4% 100.0%

39,600 1,300 40,900 16,790 600 17,390

96.8% 3.2% 100.0% 96.5% 3.5% 100.0%

1,620 0 1,620 520 0 520

100.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0%

109,150 61,700 170,850 10,750 2,450 13,200

63.9% 36.1% 100.0% 81.4% 18.6% 100.0%

174,410 8,600 183,010 6,720 250 6,970

95.3% 4.7% 100.0% 96.4% 3.6% 100.0%

288,650 12,000 300,650 10,830 340 11,170

96.0% 4.0% 100.0% 97.0% 3.0% 100.0%

1,029,635 244,125 1,273,760 153,931 18,830 172,761

80.8% 19.2% 100.0% 89.1% 10.9% 100.0%

※本頁の総合計は「その他」（クリーニングローラー、ドライブローラー、ブラシ類、パッド類、他）の数値を含まず。このためP1及びP2の総合計とは異なった値となります。

　部品市場におけるOEM/サードパーティ比率は、出荷本数ではOEMが全体の80.8％、サードパーティが同19.2％、出荷

金額ではOEMが全体の89.1％、サードパーティが同10.9％。転写、定着、給紙・搬送などの本体部品についてはMFP・レー

ザープリンタの本体出荷台数をベースに、帯電、現像、ブレードなどのカートリッジ部品については純正品カートリッジとサード

パーティ製カートリッジの本数比率などをベースにそれぞれ比率を算出した。

加圧ベルト

クリーニングブレード

給紙ローラー

搬送ローラー

総合計

トナー供給ローラー

転写ローラー

中間転写ベルト

ヒートローラー

定着ベルト

加圧ローラー

出荷本数（千本） 出荷金額（百万円）

帯電ローラー

マグネットローラー

非磁性現像ローラー

OEM
80.8%

サードパーティ
19.2%

（出荷本数）

OEM
89.1%

サードパーティ
10.9%

（出荷⾦額）



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．2006 年 4月 

『電子写真製品用ローラー系部品の素材別最新市場動向』（40万円／310 頁） 

２．2007 年 4月 

『急増するローラー系部品市場の材料別総合分析』（40 万円／592 頁） 

３．2008 年 4月 

『競争力が問われるローラー系部品市場の将来動向』(日･英) （40 万円・＄4,400／679 頁）

４．2009 年 5月 

『市場急変で対応迫られるローラー系部品メーカーの生き残り戦略』（40万円／665 頁） 

５．2010 年 5月 

『岐路に立たされたローラー系部品メーカーの展望』（40万円／603 頁） 

６．2011 年 5月 

『コストと技術の両立を目指すローラー系部品メーカーの将来性』（40万円／660 頁） 

７．2012 年 5月 

『非純正メーカーとの対応に窮するローラー系部品メーカーの展望』(日･英) 

（40 万円・＄5,000／655 頁） 

８．2013 年 5月 

『生き残り競争が始まったローラー系部品メーカーの将来性』（40万円／657 頁） 

９．2014 年 5月 

『内製と外注の垣根が壊れ始めたローラー系部品業界の展望』（40万円／674 頁） 

１０．2015 年 5 月 

『技術提案力が求められるローラー系部品業界のゆくえ』(日･英)（40万円・＄4,000／682頁） 

１１．2016 年 5 月 

『ハードメーカーの再編で新局面に立たされるローラー系部品業界』(日･英) 

（40 万円・＄4,000／686 頁）

１２．2017 年 6 月 

『部品のユニット化が動き出すローラー系部品業界』(日･英)（40 万円・＄4,000／625 頁）

１３．2018 年 6 月 

『再編か撤退かで揺れるローラー系部品業界』(日･英)（40 万円・＄4,000／653 頁） 

１４．2019 年 6 月 

『戦略転換が急務のローラー系部品業界』(日･英)（40 万円・＄4,000／657 頁） 

１５．2020 年 5 月 

『要素技術で生き残る部品業界の行方』(日･英)（40 万円・＄4,000／651 頁） 

１６．2021 年 4 月 

『コストと品質が命綱となったローラー系部品業界の未来』(日)（40 万円／630 頁） 

１７．2022 年 4 月 

『共存共栄関係の構築を目指す部品業界の総合分析』(日･英)（40 万円／393 頁） 

１８．2023 年 4 月 

『価格上昇時代に突入した部品業界の総合分析』(日)（40 万円／385 頁） 

＊ローラー系部品マーケット総覧 既刊案内＊ 



株式会社データ･サプライ刊行物案内／申込書 

住所：〒１１０－０００５ 東京都台東区上野６－６－１ 舶来堂ビル５Ｆ 
ＴＥＬ：０３（３８３１）９２０１、ＦＡＸ：０３（３８３１）９２０４ 

E-mail：yamamoto@datasupply.jp、yoshida@datasupply.jp、hariu@datasupply.jp 
ホームページ：http//:www.datasupply.jp/  

● 以下の枠内にご記入いただき、下表のご希望の調査資料に希望部数、金額をご記入ください。最短で翌日（部数、地域によ

る）に到着するように発送いたします。 

● 申込はメール、ＦＡＸ、郵送のいずれでも可能です。申込と同時に現物と請求書を発送させていただきます。尚、発刊日前

の申込につきましては、申込時に半金の請求をし、発刊日に残金（現物とも）の請求をさせていただきます。 
 
        申し込み日   2024 年   月   日 

御社名 

御住所 〒 

御電話番号 

御担当部署 御担当者 

 ※セット価格は日本語版+英語版 

 
①日本語版 ②英語版 

セット 

①+② 
部数 金額 

価格 

（税別） 
刊行日 

価格 

（税別） 
刊行日 

価格 

(税別) 

《定期刊行物》 

＊「月刊電子写真総合情報」 

－電子写真に関する総合的なレポート－ 

（1986 年～） 

 年間 1,200～1,300 頁 

年会費:￥700,000 

（PDF 版） 毎月 

20 日 

$7,000 
（PDF 版）

毎月末 \800,000

  

月会費:￥60,000 

（PDF 版） 

$600 
（PDF 版）

  

i4inkjet ［Directions］（年6回発行、年300頁～） 

 ※インクジェット関連の特許技術レポート 
－ － 

￥550,000

～ 
（PDF 版）

2021 年

7/27～

 

  

《２０２４年刊行予定物 》 

＊2024 年版[感光体マーケット総覧] (263 頁) 

『業界変革・再編時代における感光体市場の総合分析』 

\500,000 
（PDF 版） 

2/26 
$5,200 

（PDF 版）

4/19 
予定 

\700,000
日  

英  

＊2024 年版[ローラー系部品マーケット総覧]  

『市場成熟に向き合う部品業界の最新動向』 

\400,000 
（PDF 版） 

4/25 
予定 

$5,000 
（PDF 版）

6/7 
予定 

\700,000
日  

英  

《２０２３年刊行物 》 

＊2023 年版[感光体マーケット総覧] (272 頁) 

『変化の時代に真価が問われる感光体市場の総合分析』 

\500,000 
（PDF 版） 

2/22 
$5,200 

（PDF 版）
4/21 \700,000

日  

英  

＊2023 年版[ローラー系部品マーケット総覧] (385 頁) 

『価格上昇時代に突入した部品業界の総合分析』 

\400,000 

（PDF 版） 
4/25 

$5,000 

（PDF 版）

注文 

対応 
 

日  

英  

＊2023 年版[トナーマーケット総覧] (587 頁) 

『環境配慮技術で生き残るトナー業界の将来性分析』 

\600,000 
（PDF 版） 

6/27 
$6,000 

（PDF 版）
7/28 \700,000

日  

英  

＊2023 年版[中国市場（ハードウェア・消耗品）] (222 頁) 

『中国企業の台頭により競争が激化する中国市場の徹底分析』  

\300,000 
（PDF 版） 

8/29 － －   
 

＊2023年版[インクジェット印刷マーケット総覧]  
『ものづくりのスマート化を切り拓く 

インクジェット業界の最新市場動向』(389 頁) 

\500,000 
（PDF 版） 

10/27 
$5,000 

（PDF 版）
12/8 \700,000

日  

英  

＊2023 年版[MFP マーケット総覧]  
『変革期を迎えたプリンティング業界の将来性分析』 

＜標準版（メーカー別総合分析版）＞ (674 頁) 
＜標準版＞+＜長期予測特別版＞ (753 頁) 

\600,000/ 
\700,000 
（PDF 版） 

標準版：

12/22 

長期予測

特別版：

12/26 

－ － 

 

  

《その他の刊行物 》 

＊2020 年版[MIF マーケット総覧] (501 頁) 
『オフィス向け電子写真製品の設置台数とトナー量に関する長期予測』 

\400,000 
2020 年

9/28 

$4,000 

（PDF 版）

2020 年

12/23 

 日  

英  

＊2020 年版[緊急レポート 
（コロナショックと業界大規模再編）] (240 頁) 
『業界再編とコロナショックに揺れる 

事務機業界の地域別メーカー別分析』 

\300,000 
2020 年

4/24 

$3,000 

（PDF 版）

2020 年

6/19 

 
日  

英  

＊2014 年版[企業便覧シリーズ] (128 頁) 
『中国の機能性部品ローカル企業100 社便覧』 

\150,000 
2014 年

9/29 

$1,500 

（PDF 版）

2014 年

10/31 

 日  

英   


